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〇八尾小学校 概要

R５年度 児童数 ６６３名

クラス １年 ４クラス ２年 ４クラス

３年 ３クラス ４年 ４クラス

５年 ３クラス ６年 ３クラス

支援 ７クラス

子どもの様子

・基礎学力が定着している児童が多いが、

「記述力」「情報操作能力」の点で二極化が進んでいる。



〇これまでの取組み
・国語の研究が５年目
・R４年度は物語文に限定して各学年１回ずつの研究授業を実施
・R４年度より岡山理科大学 准教授 正木友則先生の指導助言

R4年度 研究テーマ
「単元構成をデザインし、子どもたちの読みをつなぎ深める

授業のあり方～文脈を根拠にして書く力を育てる～」

研究授業日程
１学期 ２年 ６月 ２９日(水) 「スイミー」
２学期 ５年 １０月 １９日(水) 「たずねびと」

３年 １１月 ９日(水) 「三年とうげ」
４年 １１月 １６日(水) 「ごんぎつね」

３学期 １年 ２月 １日(水) 「たぬきの糸車」
６年 ２月 ８日(水) 「海の命」



〇研究授業のまとめ
各研究授業後に学力向上部の担当が、研究討議で質問に挙
がったことや、正木先生から助言頂いたことを中心にまとめ、先生
方に配付

授業づくり
「子どもたち＋教師」の文脈×教材の特性×夢中になる学習活動

授業での姿
子どもたちの姿×授業者のねがい・ねらい×研究テーマ







〇学力向上部によるミニ研修

・R３年度から放課後の時間を活用

・R３年度は「物語文」、R4年度は「説明文」で年に６回程度

研究討議の内容を受けて、単元の進め方の例や発問の例を先生方
と共有

・言語活動を設定した逆向きの単元づくり

・判断で子どもの思考を促す「ゆさぶり発問」

・それぞれの授業の疑問、困り感の共有 など



〇授業づくりのハンドブック配付



〇物語文・説明文の読み方ハンドブック配付





R４年度
成果

【児童】
・「書くこと」への苦手意識はなくなってきた。
・自らの考えを持つ意識が根付いてきた。
・言語活動での成果物を喜んで交流する姿が見られた。

【教師】
・言語活動を設定して逆向きの授業づくりに対する意識が少しず
つ根付いてきた。
・職員室で授業の話を交流する姿が増えてきた。



前年度からの課題

【児童】
・条件付きで文章を書く「情報操作」
・「書く」の前段階である、「考えの形成」

【教師】
・授業づくりにおける理解度の個人差
・「授業の共有」をする場や時間が少ないこと



R5年度
〇研究テーマ

「単元をデザインし、子どもたちの読みをつなぎ、
深める授業のあり方

～考えの形成をめざした授業づくり～ 」

今年度は「説明文教材」で授業研究を進める
・「言葉のちから」「情報操作能力」の育成をめざす
・言語活動を設定した逆向きの単元計画作成
・第３次での「考えの形成」をめざして
第２次で「わくわくするような学習課題」の設定



〇R５年度 SE担当 ４月からの取組み

・国語通信、teamsでの共有

・学年と共に教材研究、先行授業

・全体研修、ミニ研修

・教科書巻末「学習に用いる言葉」「言葉の宝箱」
の活用



国語通信

月に数号、取組み共有のため教職員に配布

〇授業の共有

・授業展開

・板書例

〇知識の共有

・学習指導要領

・研究授業





教材研究・先行授業

授業案検討→１クラスで先行授業→授業改善

・SE担当の授業を見学することでイメージがしやすく
なった

・授業後の感想を交流することで互いの授業改善に
つながった



全体研修・ミニ研修

４月 研究主題、取組みの方向性の共有

７月 １学期の振り返り

８月 指導案検討

・全体研修をすることで学校としての方向性を確認できた

ミニ研修

経験年数の浅い教員への研修

研究授業後の研究討議での疑問解消研修

・疑問を持ち越さずに話せる場を作れた



説明文における言語活動パターン例

A．学習したことを活かして、考えをまとめる、次のことに広げ
ていく
例 書評を書く 学習レポートを書く 意見文を書く
手紙を書く 帯・ポップにまとめる など

→読み手の立場で書く

B．筆者の書き方を使って、説明文を書く
例 〇〇図鑑 〇〇のちえ 〇〇を楽しむ
すがたをかえる〇〇 など

→書き手の立場で書く



R5 言語活動 学年別一覧表

第１教材 第２教材 第３教材 第４教材

１年 くちばし
☆「くちばしクイズ」を作ろう

(A)

うみのかくれんぼ
☆かくれんぼ名人を探して伝えよ
う(B)

じどう車くらべ
☆じどう車すがんをつくろう(B)

どうぶつの赤ちゃん

２年 たんぽぽのちえ
☆「〇〇のちえ」を書く(B)

どうぶつ園のじゅうい
☆筆者への手紙を書こう(A)

馬のおもちゃの作り方 おにごっこ

３年 こまを楽しむ
☆「〇〇を楽しむ」を書く(B)

(ポスターを読もう) すがたをかえる大豆
☆「すがたをかえる〇〇」を書こ
う(B)

ありの行列

４年 アップとルーズで伝える
☆「作品を比べる」レポート(A)

(パンフレットを読もう) 世界にほこる和紙 ウナギのなぞを追って

５年 言葉の意味が分かること
☆作品の批評文を書く(A)

(新聞を読もう) 固有種が教えてくれること
☆統計資料を用いて意見文をかこ
う(A)

想像力のスイッチを入れよう

６年 時計の時間と心の時間
☆筆者に意見文を書く(A)

(利用案内を読もう) 「鳥獣戯画」を読む メディアと人間社会
大切な人と深くつながるために

今、あなたに考えてほしいこと

A…学習したことを活かして、考えをまとめる、次のことに広げていく(読み手の立場で書く)
B…筆者の書き方を使って、説明文を書く(書き手の立場で書く)



〇年間スケジュール
研究授業日程
１学期 ５月３１日（水） ３年「こまを楽しむ」

６月１４日（水） ５年「言葉の意味が分かること」
６月２８日（水） ４年「アップとルーズで伝える」
７月 ５日（水） ２年「どうぶつ園のじゅうい」

２学期 １１月 １日（水） １年「じどう車くらべ」
(公開授業) ３年「すがたをかえる大豆」

５年「固有種が教えてくれること」
１１月 ８日（水） １年「じどう車くらべ」

３学期 １月 ２４日（水） ６年「メディアと人間社会」
☆すべて正木先生の指導助言

〇今後の展望
・各学年「説明文教材」の単元計画作成
・説明文でつける力、言語活動例の系統性作成
・他教科との関連
・よりよい校内研究の取組み



〇３年「こまを楽しむ」

言語活動

「３年１組書き方のコツを使って

『〇〇を楽しむ』の説明文を書こう」

「書き方のコツを見つけよう」

・筆者(本文)と先生の書いた文を比べて

書き方のコツをまとめる

☆教師側がわざと「エラーモデル」を用意す

ることで子どもたちを揺さぶり、発言を引

き出していく

・クラスでまとめたコツを使って

「〇〇を楽しむ」の説明文を書き

書き手として考えの形成をはかる







〇５年「言葉の意味が分かること」

言語活動

「作品の批評文(書評)を書こう」

「作品の項目別の点数をレーダーチャート

に表そう」

・「わかるベース」の授業から

「わからないベース」の授業への変換

・「事例の書き換え」を通して

読み手から書き手への追体験

・批評文を書くことで考えの形成をはかる







〇４年「アップとルーズで伝える」

言語活動

「良さを伝える紹介文を書こう」

「筆者の工夫を見つけよう」

・「アップとルーズで伝える」で筆者の書き

ぶりの工夫を考える

・「くらしの中の和と洋」(東京書籍)を読み

筆者の書きぶりの工夫を考える

☆「比較」の書き方を学ぶとともに、

「比較して考える」考え方も学ぶ

・自分が良いと考えた作品について紹介文を

書く



〇２年「どうぶつ園のじゅうい」

言語活動

「筆者に手紙を書こう」

「筆者の仕事を通して考えや思いを想像する」

☆「一番大変な仕事はどれか」

判断でしかける発問の三要素

限定・比較・否定

自分の考えを持つことによって、手紙で

書きたい内容を精選することにつながる

特に低学年では「大変、大切、すごい」

などの情的な反応を出し、言語化させて

いくことが必要！





〇大切にしていきたいこと

・こどものわくわく感

・教員同士の知識や技能の共有・コミュニケーション

・同じ方向を向いて進める環境づくり

ご清聴ありがとうございました。


